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適
し
て
お
り
、
今
年
度
は
健
診
の
受
診

勧
奨
で
活
用
す
る
。
次
年
度
以
降
も
相

談
・
案
内
業
務
等
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
動

で
回
答
す
る
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
導
入

す
る
な
ど
、
Ａ
Ｉ
を
積
極
的
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
業
務
負
担
の
軽
減
だ
け
で

な
く
、
24
時
間
対
応
に
よ
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
り
た
い
。

　
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
定
型
的
で
膨
大
な
作
業
量

の
あ
る
業
務
へ
の
導
入
が
適
し
て
お
り

今
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護

保
険
料
の
口
座
振
替
登
録
等
の
４
業
務

に
導
入
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
間
に

換
算
す
る
と
約
９
５
０
時
間
の
業
務
削

減
効
果
を
見
込
ん
で
い
る
。

答

Ａ
Ｉ
は
大
量
デ
ー
タ
の
分
析
や

問
い
合
わ
せ
対
応
業
務
等
へ
の
活
用
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ（
Ａ
Ｉ
・
Ｒ

※

Ｐ
Ａ
）導
入
に

よ
る
ス
マ
ー
ト
自
治
体
に
向
け
た

取
り
組
み
は

問

本
市
で
は
、
ど
の
分
野
の
業

務
で
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
導
入
す
る
の

か
。
ま
た
、
そ
の
効
果
を
ど
う
見
込

ん
で
い
る
か
。

門も
ん
で
ん田　
雅ま

さ
ひ
こ彦

公
明
党

（
55
分
）

答

①
本
年
１
月
に
周
辺
の
交
通
量

調
査
を
し
た
結
果
、
国
道
と
接
続
す
る

主
要
交
差
点
で
の
通
勤
時
間
帯
の
混
雑

が
確
認
さ
れ
た
。
現
在
、
第
２
期
事
業

完
成
後
に
予
想
さ
れ
る
交
通
量
を
加
え

て
検
証
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
具
体
的
な
対
応
に
つ
な
げ
る
。

②
将
来
的
な
産
業
団
地
拡
張
に
合
わ
せ

整
備
す
る
考
え
で
あ
る
。

③
公
共
交
通
の
利
用
促
進
は
、
環
境
負

荷
の
軽
減
や
渋
滞
解
消
に
つ
な
が
る
が

バ
ス
路
線
新
設
に
は
採
算
性
の
確
保
が

必
要
で
、
今
後
、
進
出
す
る
企
業
の
動

向
等
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

福
山
北
産
業
団
地
周
辺
の

道
路
渋
滞
へ
の
対
応
は

問

①
第
２
期
事
業
完
成
後
に
予

想
さ
れ
る
周
辺
の
渋
滞
へ
の
対
応
は
。

②
国
道
１
８
２
号
へ
ア
ク
セ
ス
す
る

道
路
を
整
備
す
る
考
え
は
。

③
通
勤
の
た
め
の
バ
ス
路
線
の
延
長

や
、
Ｊ
Ｒ
福
塩
線
の
最
寄
り
駅
へ
の

ア
ク
セ
ス
手
段
開
設
の
考
え
は
。

宮み
や
も
と本　

宏ひ
ろ

樹き

公
明
党

（
50
分
）

高た
か

木ぎ　
武た

け
し志

日
本
共
産
党

（
75
分
）

給
食
費
の
実
費
徴
収
の
中
止
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
。

問

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

後
も
、
給
食
は
保
育
の
一
環
と
し
、

実
費
徴
収
は
中
止
す
る
よ
う
国
に
要

望
す
る
こ
と
。

答

給
食
費
に
つ
い
て
、
国
は
副
食

費
の
実
費
を
保
育
料
と
し
て
負
担
す
る

よ
う
制
度
設
計
し
て
お
り
、
無
償
化
後

も
こ
れ
ま
で
同
様
、
保
護
者
に
負
担
を

市
営
住
宅
の
改
善
に
よ
る
活
用
を

問

①
修
繕
費
を
増
額
し
、
活
用

で
き
る
住
宅
を
増
や
す
こ
と
。

②
既
存
の
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
求
め
る
。

答

①
計
画
的
な
改
修
工
事
や
必
要

な
修
繕
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
安

全
で
快
適
な
住
ま
い
の
確
保
に
努
め
る
。

②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
手
す
り
の
設
置

を
進
め
て
い
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
は
構
造
上
困
難
と
考
え
る
。

村む
ら

井い　
明あ

け

美み

日
本
共
産
党

（
75
分
）

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
の

使
用
中
止
を

②
国
は
農
薬
取
締
法
の
改
正
に
伴
い
ネ

オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
を
含
む
全
て
の
農

薬
の
再
評
価
を
行
う
予
定
と
聞
い
て
お

り
、
こ
の
結
果
を
注
視
す
る
。

答

①
新
鮮
な
地
場
産
物
を
使
用
し

安
心
・
安
全
な
給
食
の
提
供
に
努
め
る
。

問

①
学
校
給
食
に
は
、
有
機
栽

培
や
減
農
薬
栽
培
等
の
安
全
な
野
菜

を
使
い
、
地
産
地
消
を
進
め
る
こ
と
。

②
国
に
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬

は
使
用
し
な
い
よ
う
求
め
る
こ
と
。

通
級
指
導
教
室
の
利
用
は

答

１
年
生
の
子
ど
も
や
保
護
者
が

不
安
や
困
り
感
を
持
つ
場
合
、
通
級
指

導
教
室
担
当
教
諭
が
思
い
を
聴
い
た
り

必
要
に
応
じ
て
支
援
を
行
い
、
現
行
制

度
の
継
続
は
考
え
て
い
な
い
。

問

来
年
度
も
小
学
校
１
年
生
か

ら
情
緒
通
級
指
導
教
室
が
利
用
で
き

る
よ
う
現
行
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
。

※ＲＰＡ (Robotic Process Automation)：定型的なパソコン操作などの事務作業をソフトウエアのロボットで自動化する
こと。


